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60大光山安楽寺

61御嶽山高讃寺

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
気
持
ち
の
よ

い
新
緑
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
朝
晩

は
ま
だ
冷
え
込
む
日
も
あ
り
ま
す
。
く
れ

ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

昨
年
か
ら
知
多
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
る
か
わ
ら
版
、
今

月
は
常
滑
に
入
り
ま
す
。

★
一
切
厄
除
大
師

   

五
十
七
番
を
出
て
国
道
二
四
七
号
線
を

北
上
。
並
走
し
て
い
た
名
鉄
知
多
新
線
が

富
貴
に
向
か
っ
て
東
に
折
れ
た
後
も
国
道

を
北
上
。
五
十
七
番
か
ら
約
七
・
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
番
外
札
所
の
金
鈴
山
曹
源
寺

に
到
着
。

   

明
治
初
期
ま
で
隣
接
す
る
八
幡
社
も
管

理
し
て
い
た
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

は
「
宮
寺
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

   

「
一
切
厄
除
大
師
」
と
し
て
知
ら
れ
る

当
寺
の
御
尊
像
は
、
お
大
師
様
が
大
蛇
悪

鬼
を
護
摩
妙
供
の
秘
力
で
退
散
さ
せ
た
時

の
姿
と
伝
わ
り
ま
す
。

   

大
正
十
二
年
、
足
の
不
自
由
な
岡
山
県

出
身
の
岡
田
長
五
郎
さ
ん
が
夢
の
お
告
げ

に
従
っ
て
当
寺
を
参
拝
し
た
と
こ
ろ
、
霊

験
を
得
て
快
癒
。
使
っ
て
い
た
木
製
の
車

（
い
ざ
り
車
）
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
本
尊  

阿
弥
陀
如
来

ご
詠
歌  

あ
り
が
た
や 

金
鈴
山
の
岩

　
　
　
　

陰
に 

弥
陀
の
ま
し
ま
す 

　
　
　
　

曹
源
の
寺

★
分
身
大
師

   
曹
源
寺
か
ら
約
○
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

国
道
沿
い
に
あ
る
の
が
五
十
八
番
、
金
光

山
来
応
寺
。

   

昭
和
三
十
七
年
、
名
古
屋
市
の
寺
尾
勝

次
郎
さ
ん
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
た
泥
ま

み
れ
の
石
像
。
洗
い
清
め
る
と
五
十
八
番

の
大
師
像
に
似
て
い
た
の
で
堂
を
立
て
て

供
養
。
す
る
と
、
何
と
商
売
が
繁
盛
。
感

謝
し
て
奉
納
さ
れ
た
石
像
が
分
身
大
師
で

す
。

   

そ
の
隣
に
は
「
ご
っ
と
り
地
蔵
」
も
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ご
っ
と
り
」
と
は
「
ぽ

っ
く
り
」
の
こ
と
。
当
地
の
村
人
の

「
ご
っ
と
り
（
ぽ
っ
く
り
）
往
生
」

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
今

も
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

ご
本
尊  

如
意
輪
観
世
音
菩
薩

ご
詠
歌  

仏
徳
の 

あ
ま
ね
き
光
り 

来

　
　
　
　

応
寺 

大
悲
の
め
ぐ
み
に
添

　
　
　
　

ひ
く
る

★
准
提
観
音
像

   

五
十
八
番
か
ら
約
○
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
国
道
か
ら
少
し
集
落
の
中
に
入
る
と

五
十
九
番
、
萬
年
山
玉
泉
寺
。

   

ご
本
尊
は
聖
徳
太
子
作
と
さ
れ
る
延
命

地
蔵
菩
薩
。
十
二
年
に
一
度
、
子
年
だ
け

に
ご
開
帳
さ
れ
る
秘
仏
で
す
。

   

お
大
師
様
の
ご
真
筆
と
さ
れ
る
准
提

（
じ
ゅ
ん
で
い
）
観
音
像
も
伝
わ
り
ま
す
。

ご
本
尊  

延
命
地
蔵
菩
薩

ご
詠
歌  

玉
泉
寺 

湧
き
出
る
い
づ
地
蔵

　
　
　
　

尊 

今
も
変
わ
ら
ぬ 

慈
悲
の

　
　
　
　

い
さ
お
し

★
本
四
国
お
砂
踏
み
霊
場

   

五
十
九
番
か
ら
集
落
の
中
を
抜
け
て
約

一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
六
十
番
は
大
光

山
安
楽
寺
。

   

開
創
（
一
五
八
六
年
）
に
先
立
つ
一
五

三
七
年
、
織
田
氏
と
今
川
氏
の
交
戦
に
よ

る
戦
火
を
避
け
、
隣
の
六
十
一
番
の
古
刹
、

高
讃
寺
か
ら
ご
本
尊
を
こ
の
地
に
移
し
た

の
が
寺
の
縁
起
と
伝
わ
り
ま
す
。

   
本
堂
前
に
は
四

国
の
形
を
象
っ
た

本
四
国
お
砂
踏
み
霊
場
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

ご
本
尊  

阿
弥
陀
如
来

ご
詠
歌  

阿
弥
陀
仏 

光
り
放
た
す
安
楽

　
　
　
　

寺 

詣
る
ま
に
ま
に 

助
け
ま

　
　
　
　
　

は
ん

★
知
多
三
山

   

六
十
番
か
ら
再
び
国
道
二
四
七
号
線
に

戻
っ
て
北
上
す
る
こ
と
約
二
・
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
六
十
一
番
は
御
嶽
山
高
讃
寺
。

   

天
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
六
八
三
年
、
行

基
菩
薩
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
古
刹
。

   

か
つ
て
は
七
堂
伽
藍
を
有
し
た
大
寺
院
。

四
十
三
番
岩
屋
寺
、
八
十
二
番
観
福
寺
と

と
も
に
知
多
三
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

   

一
五
三
七
年
、
織
田
氏
と
今
川
氏
の
交

戦
に
よ
る
戦
火
で
堂
宇
の
大
半
を
焼
失
。
さ

ら
に
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
～
九
六
年
）
に

も
兵
火
に
遭
い
、
三
百
坊
あ
っ
た
と
言
わ
れ

る
巨
刹
は
南
坊
一
院
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

   

ご
本
尊
は
関
東
地
方
に
多
い
鉈
（
な
た
）

彫
り
様
式
。
そ
の
西
限
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

   

参
道
山
門
の
仁
王
像
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
。

知
多
四
国
霊
場
最
大
の
三
メ
ー
ト
ル
級
で
す
。

ご
本
尊　

聖
観
世
音
菩
薩

ご
詠
歌  

張
り
挙
げ
て 

仏
の
功
徳
高
讃

　
　
　
　

寺
あ
の
世
ま
で
も
と 

響
け
渡

　
　
　
　

ら
め

★
六
十
八
番
ま
で
は
常
滑
市

   

来
月
は
六
十
二
番
か
ら
で
す
が
、
名
鉄

常
滑
線
大
野
駅
近
く
の
六
十
八
番
ま
で
が

常
滑
市
内
の
札
所
。
さ
て
、
何
番
ま
で
行

け
る
で
し
ょ
う
か
。
乞
ご
期
待
。

知多四国八十八ケ所霊場Map

59　萬年山玉泉寺
58　金光山来応寺
番外　金鈴山曹源寺


